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は じめ に

湾岸戦争が終わってすで に10年 。湾岸戦争報道 をめ ぐって、戦争 の最中から直後 にわた

って語 られた手 きびしい批判や、内か らの反省 は、いまで はすっか り忘れ去 られて しまっ

た感がある。 それ もある意味では無理 もない。20世 紀末 を迎 えて世界 はあわただ しく動 き

っづ け、つい10年 前の戦争 も、 はるか遠いで きごとになって しまった。テレビの世界 は今

日の動 きを追 うのに忙 し く、10年 前 を改めてふ りか える余裕 はない。

しか し大事なことは、過 ちを二度 とおかさないことである。 そのために仕事の分野 は何

であれ、過去の失敗の記憶 を忘れてはいけない。手痛い過去の体験 は、で きるだけ丁寧 に

語 りつ ぐことが望 まれ る。

この小論 はそ うした見地か ら湾岸戦争報道 をめぐるい くつかのテーマをとりあげ、数多

くの証言 を整理 した上で、10年 前に論 じられた ことの くりか えしを、あえていま行お うと

す るものである。

湾 岸 戦 争 報 道 とテ レ ビ

湾岸戦争 はテ レビによって生中継された史上はじめての戦争だった。多国籍軍 によるバ

グダッド空爆 をはじめ とす る戦争の一部始終は、次か ら次へ とリアルタイムで家庭 の茶 の

間にとどけられ、視聴者は戦争の細部 にいたるまで完全に知 ってい るかのような気分 を味

わった。CNNの テッ ド・ターナー会長が、「これ までテレビは、おこった ことを伝 える役

割 をはた して きたが、 この戦争で はじめて、いまお こっている ことを伝 えるようになっ

た」 と胸 をはったの もこのためである。

CNNや アメ リカの3大 ネ ッ トワークはむろんのこと、 日本のテレビの各系列 も戦争報
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道に全力で とりくんだ。遠い中東でおこった戦いにもかかわ らず、 この戦争 にかかわ る多

くの情報 を、できるだけ速 く正確に伝 えようと取材 し報道 した。 そのためにアメ リカの各

ネッ トワークが使 った経費は、AP通 信 などが伝 えた ところでは、1週 間でそれぞれ150万

ドルにのぼった といわれている。 日本で もた とえばNHKが 要 した経費の総額 は、43億 円

と伝 えられた。その半分が衛星回線料だった。民放 の場合 も大同小異である。

一方
、収入減 もアメ リカでは発生 した。3大 ネ ットワークはいずれ も放送 の予定 を大幅

に変更 し、CMを とばして特別番組 を編成 したが、その ことによる収入減 は、各 ネ ッ トワ

ークとも1日 あた り500万 ドルか ら800万 ドルにおよんだ と推定 されている
。戦後、アメリ

カの3大 ネ ッ トワークがいずれ も経営難 におちいった背景 には、い くつかの要因がある。

CATVの 普及 による地上波の影響力低下や、マー ドックが設立 した フオ ックステレビの

新規参入 も見逃せない要因だが、 もっ と直接的には湾岸戦争報道 に ともなう経費増 と収入

減があげられる。 そして この結果 として、いち早 くGEの 傘下 にあったNBCは 別 として、

ABCは デ ィズニー に、CBSは ウエスティングハウス(の ちにビア コン)に 、戦後、いず

れも吸収合併 されることになった。

しか しここまで犠牲 を払 って伝 えたにもかかわ らず、戦争報道 の全体像が見 えるように

なった ころか ら、テ レビ報道 に対す る批判 は高 まり、関係者は反省 にせ まられた。その多

くは、「テ レビはアメリカ政府や多国籍軍 のお先棒 をかついで、ハイテク兵器 による戦争

のクリー ンな面ばか りを強調す る報道 を行 った。その結果、戦争が持つむごたらしさや悲

惨 さが覆 い隠 くされ、戦争の実態 について、視聴者 に間違 ったイメージをいだかせ ること

になって しまった」 とい う批判であ り、反省である。

湾岸戦争が終結 した直後の1991年4月 、京都で開かれたIPI(国 際新聞編集者協会)の

年次総会で、BBC「9時 のニュース」 の編集長 マーク ・ダメーザーが、「真理 を反映 しな

いテレビ画像」 と題 して行 った報告では、「米英軍の報道担当者たちは、ワシン トンに集

まってパーテ ィで も開 くべきだ。今回の戦争には石油がかかっていたにしても、一国の存

続がかか るほどの ものではなかった し、軍 の情報作戦 が国民 によって くつが えされた こと

もなかったのだか ら、情報担当官たちはシャンペ ンで乾杯 して もいい はずだ。 だ とす る

と、我々は喪章で も付 けるべ きなのだろうか」(注1)と 語ったことは、テ レビの関係者

がいだいた当時の思いを端的に表現 している。

また彼はこうも発言 している。「湾岸報道 には、2つ のギャップがあった。1つ は我々

が目にした ことと、起 こった と伝 えられた ことの差。2番 目の大 きなギャップは、我々が

起 きると予想 していた ことと現実のギャップだ。犬が吠 える吠えると言 っていたのに吠 え

なかった」(注2)

予想がはずれたのは空爆が予測をはるかにこえる威力 を発揮 したせい もあるが、基本的

には報道す る側の力量不足のせいである。特に日本では中東についての専門記者や学者、
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評論家 はきわめて少 な く、その少数 に頼 らざるを得 なかった ことが、情報 の偏 りをもた ら

した。

また政府や軍の情報担 当者をシャンパ ンで乾杯 させ る原因をつ くったのは、彼 らの周到

な用意のおかげだ った。開戦 に先立 ってアメリカでは、ベ トナム戦争 の二 の舞をふむまい

と関係者が協議 を重 ねた。彼 らはベ トナムでの敗戦の最大の要因は、ジャーナ リス トに戦

場 を自由に歩かせ、取材 させた ことにある と分析 していた。 メデ ィアが血 なまぐさい戦場

の実態 を伝 えた ことが、アメ リカ国民の厭戦気分 を招いた という判断である。そして二度

と同 じあやまちをおかす まいとジャーナ リス トの行動 をきび しく規制 するガイ ドラインを

まとめあげた。「アメ リカ軍 によるニュース ・メディアの指針」(注3)で ある。

また1991年2月 の 『ニ ューズウイーク』 は、 ホワイ トハ ウス、ペ ンタゴン、CIAの 担 当

官が毎 日夜明 け前 に集 まって、「PR会 議」 と称 する会議 を開 き、その日、何 を、 どうい う

手順 で発表す るか を検討 した とも書いている。 この会議でモデル とされたのは、選挙運動

の進め方だった。選挙で はまず有権者 に伝 えたいイメージを明確 に し、候補者だけでな く

周囲の関係者 もそれにあわせて発言する。次にイメージアップに役立つ映像がテレビのニ

ュースで伝 えられ るように工夫す る。 この2点 が鉄則である。対策の立案 にあたっては、

これ を真似 た。

その結果が、た とえば2月 の はじめにお こった海兵隊員12名 が戦死 した際の会見であ

る。 この会見 にはシュワルツコフ司令官が現れ、スマー ト爆弾が 目標 の橋桁 に命中するビ

デオ を繰 りかえし見せなが ら、爆撃がいかに正確 に実行 されているか を自信満々で説明 し

た。海兵隊員12名 の戦死 に触れたのはその後、 ごく短 くだった。思惑通 りその日のテレビ

ニュースは、橋桁爆撃 の映像 を大 き く扱い、海兵隊員の戦死 はあまり大 きな扱いにはなら

なか った。『ニューズウィー ク』 はそうした事実 を紹介 した上で、「記者 団はエサに とびっ

いた」 と書いている。

こうしてテレビは 「PR会 議」の陥穽 に落 ち、知 らず知 らずの間 に、アメ リカ政府 のプ

ロパガ ンダの一翼 を担 うことになった。映像の提供 をアメ リカのテ レビに頼 った 日本 のテ

レビも、当然 のことながら、同 じ轍 をふんだ。

むろん、 それがテレビの湾岸報道のすべてではない。 この戦争でテレビは多 くの有用 な

情報 も家庭 にとどけている。 しか しもっ とも大事 な基本の部分 で、テレビはブッシュ政権

の情報操作の道具になった。

放送衛星の活用によって、テレビが世界 の どこでお こったで きごとにも、 リアルタイム

で対応することができるようになった矢先におこった残念 なで きごとだった。

バ グ ダ ッ ドか らの 第 一 報

さてこの戦争では、中東、アラブ諸国やアメ リカだけでな く、 イスラエル、 ソビェ ト、
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ヨーロッパな どもそれぞれに主役 を演 じた。 それだ けに取材地点 は広 く世界 におよび、世

界 のさまざまな地域か ら関係当事者の記者会見が、放送衛星 を使 って中継 で伝 えられた。

ニュースのグローバ ル化現象である。なかで もニ ュースの発信源 として重要な地位 をし

めたのは、多国籍軍の空爆の対象になったバ グダ ッドであ る。

1991年1月17日 、湾岸戦争が勃発 し、空爆がは じまった 日、バ グダ ッドには40名 ほ どの

記者たちがいた。そのなかにはアメ リカ3大 ネ ッ トワークのABC、NBC、CBSの 特派員

をはじめ として、CNNの3人 の記者 もいた。

戦争の第一報 は、現地時間 の17日 午前2時 半、 アメ リカ東部時間の1月16日 午後6時

半、ABCの ゲー リー ・シェファー ド記者が伝 えた リポー トだった。

西の空 にせん光が走 っています。対空砲火のようです。今度はせん光が2つ 走 りまし

た。い ま何かがお こってい ます。

この リポー一トに関 して ワ シ ン トン在 住 の ジ ャー ナ リス ト小 西 昭之 は、 「1月17日 の湾 岸

開 戦 の タ イ ミング につ い て、ABCだ け は正 確 な情 報 を事 前 に得 て いた 、 と他 社 の連 中 は

信 じてい る。バ ー ナ ー ド ・シ ョー は じめCNN特 派 員 団が バ グダ ッ ドか ら第 一 報 を入 れ て

いた の に、ABCは ジ ェニ ング スがバ グ ダ ッ ドの特 派 員 を呼 び出 し 『何 か起 こっ て い ない

か 』 と聞 いて第 一 報 とな った か らだ」(注4)と 書 いて い る。 な か なか面 白 い推理 だが 真

相 は分 か らない。

数秒 お くれ でCNNの3人 の記 者 、 ピー ター ・ア ー ネ ッ ト、 バ ー ナ ー ド ・シ ョー 、 ジ ョ

ン ・ホ リマ ンが これ につづ い た。

視聴者のみなさんのためにわれわれの目のまえの光景 を説明 しましょう ・… バ グ

ダ ッ ドの空 は光 り輝いています ・… まばゆい光が空全体 を覆 っています ・… ピ

ーター、 どうぞ ・…

対空砲火が空 に向かって放たれてい ます ・… まだ爆弾が地上 に落ちた音は聞 こえ

てい ませ んが、空 には途 方 もない光が、稲妻 の ような光が あ ります。バ ーニー、 どう

ぞ ・…(略)

い ま見えたのは大 きな空中爆発です ・… 空を覆わんばか りで

それ に、 ジョン、 どうや らあの爆発で電話網が切れたようです。

そちらにも爆弾の音が聞 こえるか もしれ ません。 まだ この放送 に耳を傾 けていれば、

みなさんにも爆発音が聞 こえるで しょう。市の中心部に爆弾が落 ちています!(注5)

ブッシュ大統領 もこの リポー トを聞 いて、湾岸戦争がいままさに始 まった ことを知った
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といわれ て い る。 ボ ブ ・ウ ッ ドワー ドは、 その こ とを こ う表現 して いる。

ホワイ トハウスでは、ブッシュ(第41代 大統領)、 クエール(副 大統領)、 スコウクロ

フ ト(国 家安全保障担当大統領補佐官)、 スヌス(大 統領首席補佐官)が 執務室 に隣接

す る小 さな専用書斎でテレビを見ていた。バ グダ ッドのホテルに残っていた報道記者の

声の後 ろか ら爆撃音が聞 こえてきた とき、 目に見えてほっとした様子で、ブッシュが こ

う言った。「ぴ った りスケ ジュール どお りだな」(注6・ カッコ内は筆者)

このあ とはCNNの 独壇場だ った。CNNの3人 の記者 は交代 でマイクをにぎりしめ、ア

ルラシッド ・ホテルの窓の外 を眺めなが ら、ほぼ17時 間ぶっ通 しでバグダッ ドでいま 「お

こりつつある」状況 を伝 えた。CNNは この ときはじめて世界 に24時 間ニ ュースが持つ意

味 を教 え、声価を高めることになった。ホワイ トハウスのフィッツウォー ター報道官が正

式 に戦争の開始を発表 したのは、バグダッ ドか らの速報が伝 えられてか ら30分後 の午後7

時である。

で は第一報 を伝 えたABCを のぞ くア メ リカのネ ッ トワー ク、NBC、CBSの スタ ッフ

は、 この とき何 を していたのか。 もっとも不運だ ったの はCBSで あ る。CBSの 国際電話

の回線 は開戦 とほぼ同時 に切 れてしまった。 またNBCは 電話回線 を確保 で きていたが、

午後6時 半が ローカルニュースの時間帯だったため、無為 に30分 をす ごし、現地か らの リ

ポー トを開始 したのは、ホワイ トハウスが開戦 を発表 したの と同 じ、午後7時 か らだ っ

た。だがNBCもABCも 、 ピーター ・アーネ ットが伝 えた空中爆発 で電話 が不通 になった

瞬間か ら、 リポー トはス トップ した。 そのなかでCNNだ けが リポー トを送 りつづけるこ

とがで きたのは、独 自のフォー ワイヤー(4線 式回線)を 持っていたか らである。おかげ

でCNNは バグダッ ドか らの報道で圧勝 した。そのことをバ グダ ッドにいたCNNの スタッ

フのひ とり、ロバー ト・ウイーナーが こう書いてい る。

"ボ ー イズ ・ ・オ ブ ・バ グダ ッ ド"が 先 鋒 をつ とめた湾岸 戦 争勃 発 のニ ュー ス は世界

を股 にか けて、人 々 の耳 目を集 めた。 イ ギ リス、 フラ ンス、 イス ラエ ル、 ブ ラジル、 ス

ウ ェー デ ンな どの テ レ ビ局 は定 時 番組 を差 し替 えて 、か わ りにCNNの 報道 を流 した。

ア メ リカで も話 は同 じだ った。 全米 で、各 ネ ッ トワー クの系列 局が キ ー局 のニ ュー ス を

中断 してCNNに 頼 った。(略)当 時CNN副 社長 ポー ル ・エ イ モ スが書 いた覚 え書 のつ

ぎの 言葉 がす べ て を語 って いた。 「史上 初 めて、CNNは24時 間態勢 とい う独 自の領域

で3大 ネ ッ トワー ク を一網 打尽 に した」(注7)

この報道 は視聴率 にもはねかえ りニールセンの調査 によれ ば、開戦後一時間のアメ リカ
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の各 系列 の視 聴 率 は、ABC17.2%(シ ェ ア27%)、NBCI5.2%(シ ェア22%)、CBS12.

6%(シ ェア19%)に 対 して、CNNはCATV加 入 世 帯 対 象 の調 査 と億 い え、20.7%を マ

ー ク した。(注8)

バ グ ダ ッ ドに何 故 日本 人 記 者 は い なか っ た の か

湾岸戦争 の報道 でCNNは 圧勝 した。それはすでに記 した ように、24時 間ニュース とい

う伝達の場 と、バグダッ ドか らの伝送手段 を確保 していたおかげでつかんだ勝利だった。

しか もCNNは やが て虎 の子 のフォーワィーヤーが使 えな くなると、イ ンマルサ ッ ト(衛

星電話)に 切 り換 えて リポー トをつづけた とロバー ト・ウイナーは書いてい る。(注9)

現地 にいたCNNの スタッフ自身の証言だか ら、おそ らくこれが事実にちがいない。 し

か し 『放送文化』1991年7月 号 に は、イ ンマル サ ッ トを使 用 した こ とをCNN本 社か ら

「否定 された」 との記述が ある
。(注10)無 視 していい記述か もしれ ないが、一言、紹介

してお こう。

一方
、独 自の伝送手段 をもたなかったアメ リカ3大 ネッ トワー クはすでに記 したように

惨敗 した。アメ リカのいわば片田舎 ア トランタを本拠地に、 はじめか ら通信衛星 を利用す

ることを大前提 に誕生 したCNNは 、 日常的に衛星 を活用 して生放送 を行 って きた。それ

だけに世界 の衛星中継の システムに熟知 していた。それ を考 えれば通信手段で3大 ネッ ト

ワークが太刀打ちで きなかったのは無理 もなかった。

ところで東京大学の水越伸 は、CNNの アーネ ッ トをエ ド・マロー と比 して論 じている。

マロー とは第二次世界大戦下 のロン ドン大空襲 の状況 をナマで伝 え、「生 中継 のジャーナ

リズム」の手法 を編 みだ した といわれ る男で ある。水越 は、「(2人 に)共 通 してい るの

は、彼 らがテクノロジー に追従 したので はな く、それをジャーナ リズムの論理 にしたがっ

て道具 として十分 に駆使 しなが ら、それぞれの時代状況で もっともインパ ク トのあるジャ

ーナ リズム活動 を実践 していった点だ」(注11)と 記 している。だが私 はこう言いきるこ

とに、いささかのため らいをいだいている。

むろんテクノロジーを 「道具 として十分 に駆使」 した ことが、彼 らの活動 を実現 したの

はその通 りだ。 しか しテクノロジーそのものを軽視 しては、 ことの本質が見 えて こない。

彼 はそのテクノロジーを見事 に使 いこなす ことがで きたか らこそ、あの報道 を実現させる

ことがで きたのであ り、い ま世界が必要 としているテレビジャーナ リス トとは、高度化 し

複雑化 した情報 を的確 に分析 した上で、 コ トにあたってテ レビの特性 をフル に活用 し、現

場か らニ ュースを伝 えることができる人物 である。

そうした記者た ちにはテクノロジー に 「追従」 している思い も、「駆使」 している実感

もおそ らくな く、あるのは 「仲良 くつ きあっている」気分だろう。つ まり放送記者に とっ

てテクノロジー とのつきあいは日常化 してお り、 どこまで うま くつ きあえるかで、報道の
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質が左右 され る現状 にあ る。 どうで もいいようなことだが、あえてその ことに一言ふれて

おきたい。

それにして も恥ずか しかったのは、 日本 の報道陣だった。 日本人記者は肝心かなめの こ

の時期 に、バ グダ ッドに一人 もいなかった。 それは各社の東京本社が、外信部長会 での申

合せ をふ まえて、いっせいに脱 出命令 を発 した結果だった。

この ときの判断の根拠 を、当の外信部長た ちはどう説明するのか。『新聞研究』1991年

4月 号の座談会で彼 らは こう打ち明 けている。

まず読売新聞の鈴木外報部長 は、「1月17日 の段階で、結果 として 日本人記者 は1人 も

バグダッドに残 らなかった。社内でも随分議論になったんですが、あの時点では、 ピンポ

イン ト爆撃 というものを知 らなかった ことで もあ り、バ グダ ッドが爆撃 されれば相当危な

いだろうと考えていた」(注12)と 発言 してい る。

また朝 日新聞の村上外報部長 は、「なぜ残 らなか ったんだ とい う批判 は、我々 は甘 んじ

て受けますけれ ど、 もし何かあった場合 に、命が危 ない と分 かっているの になぜ残 したの

か と、いずれにせ よ批判 され るんです。前者の批判 をむしろとりたい。(略)外 信部長会

では、人命 あってのジャーナ リス トの使命 とい うことを確認 したんです。 これはベ トナム

戦争の時 も同 じです。 しか し結果的には追 い出されたわけですか ら、残 りようがなかった

わけです。CNNの ピー ター ・アーネッ トはイラク側 の広報 と言 うか、宣伝活動 のために

招かれて残 ったわけです」(注13)と 述 べている。

しか し村上の発言には、大 きな勘ちがいが ある。すでに記 したように1月17日 の時点で

西側記者 はまだ40人 ほ どバ グダッ ドに残 ってお り、追 い出され るにはいた っていなかっ

た。だか らそれ以前 に脱出 したのは、それぞれの自由意思に もとつ く行為 であ り、脱出せ

ずに とどまったの も同 じく自由意思 による判断だった。 ピーター ・アーネ ッ ト1人 をのぞ

く西側記者全員が フセインの手でイラクか ら追い出されることになったのは、空爆後の話

である。村上 は何故か、 この時点 をとりちがえて発言 している。

また 「ピーター ・アーネッ トはイラク側の広報 と言 うか、宣伝活動のために招かれて残

った」 との発言 は、少な くて もジャーナ リス トが軽々 に口にしていい言葉ではない。残留

させた フセインの意図 はどうであろうと、彼の報道 はイラクの状況 を伝 えるたったひ とつ

のルー トであ り、ウオルター ・クロンカイ トの言葉 を借 りれば、「アメ リカの(そ して世

界の)視 聴者 に対 して窓 をあけてお く役割 を果 たした」貴重な存在 だった。

だか らこそバグダッ ドか らの彼の リポー トを 「反米的な報道」 とうけとめ、批判的だっ

たアメ リカ人でさえ、「CNNの イ ラク国内の報道」 についての世論調査で は、45%が 「不

満足」、43%が 「満足」 と答 え(注14)、 意見が相半ばす ることになったのだ ろう。 つま り

あんなに愛国心の強いアメリカ人 といえども、彼 のバ グダ ッドでの活動 を、少な くて も半

分 の人 たちが評価 した。 そのアーネッ トを 「イラク側 の広報」 と一・言 のもとに切 って捨て
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る村上の発言 にはいささか問題がある。

ただ ここであえて一言つ け くわ えれば、1月17日 以前にバ グダ ッドか ら逃 げ出 したの

は、何 も日本人記者だけではなかった。アメリカの元司法長官のラムゼー ・クラークは、

「イラク軍のクウェー ト撤退期限が刻々 とせ まって くると
、バ グダッ ドのアルラシ ド・ホ

テルの会計の前 に列がで きた。 この中には米国 メデ ィアの有名人 と高給取 りが何人 もい

た。非常に重大なニ ュースが発生 しようとしていた。そして、 その重要な部分 はまちがい

な くバ グダ ッドとイラクの どこかで起 こるはずだった。 このジャーナリス トたちはロンド

ンのマロー、ベル リンの シャイラー、バルセロナのヘ ミングウェイのように、 まさにこの

瞬間 を何年 にもわた り待 ちこがれていたはずだった。 ところが、その彼 らが ホテルを出よ

うとしているのだ。米国メディアは、イラクで起 ころうとしていることを報道するつもり

がなかったのである」(注15)と 皮肉た っぷ りに書いている。

同じいらだちをいだいた人物 は、日本人 のなか にもいた。た とえば元新聞記者で、いま

はテレビのニ ュースキャスターをしている鳥越俊太郎 も、 自分 自身の戦場取材経験に もと

ついて、「戦争報道 といえ どもニュースの現場 にいて、モノを見て感 じ何 かを伝 えるのは

現場のジャーナ リス ト以外 にない。(略)ジ ャーナ リス トは、ニュースの現場 にで きるだ

け近い ところにいて、報道 をするのが仕事である。商社 マンや大使館の人たちが現場 を離

れて も、記者が残 るのはそのためであろう。ニ ュースでメシを食 っているのである。 ビジ

ネスをしている訳 ではない」(注16)と 指摘 して、バ グダ ッドに日本人記者が何故 いなか

ったのかを詰問 している。

こう書 く鳥越 の頭 のなか にあるのは、ベ トナム戦争の末期、毎 日新聞サイゴン特派員だ

った古森義久が とった行為である。古森 はサイゴン陥落直前に社か ら出た脱 出命令 を拒否

し、「責任は私個人 にあ り、社 には一切迷惑 はか けない」 と一筆書いた上で、現地 に とど

まった。その心情 を 『ベ トナム報道1300日 』のなかで彼 は、「私 には何 が何で も 『残 りた

い』 とい う強烈な思いがあった。世紀の ドラマの終末 を何 として も見届 けたい と欲するの

は新聞記者な らばいわば本能である。無論、危険はあるだろう。だが危険があるか もしれ

ない という理由だけで、 この歴史的な取材対象 に背 を向けるというなら最初か らベ トナム

に長期滞在な どは しない」(注17)と 書いている。

古森や鳥越 のこの発言 に、バグダ ッドか ら脱 出した記者や、「人命 に代 えられるほ どの

ニュースはない」 と判断 して、離脱命令 を出 した外信部長はどう答 えるのか。 これは単な

る判断の問題ではない。 ジャーナリス トとは何かにかかわ る問題である。

むろん、空爆下のバ グダ ッドは恐怖 の連続だった。『CNNの 戦場』を読 むと、著者 のロ

バー ト ・ウイナー も一時期、部屋 を這い出てホテルの地下のシェルターに難 を逃れたこと

を記 している。 しかし一夜が明 け、監視するイラク兵がいな くなると、彼は部屋 にもどっ

た。それ はまさに古森のい う 「本能」に もとつ く行為だった。
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戦場や革命の現場 でカメラマンがフアインダーをのぞいている間 は、恐怖 を忘れ るとは

よく聞 く話で ある。同 じようにCNNの 記者た ちも、マイクをにぎっている間 は恐怖 を忘

れていた にちがいない。

バ グ ダ ッ ドに再 入 国 した 日本 人 記 者

だがバ グダッ ドを離れた 日本人記者 にも言い分 はある。彼 らのなか には本社か らの 「社

命」 に抗 しがた く、 しぶ しぶ離れた記者 も多か った。

た とえばNHKの 柳澤秀夫記者 もその一人だ。彼 は、「とにか く、一刻 も早 く、バ グダ

ッ ドを離脱せ よ。 これは社命 だ」 との電話が、東京 とアンマンか ら、 しきりにかかって き

た ことを書いている。彼 は開戦の 日にそなえてバグダッドに入 ったつ もりでいた。それだ

けに 「離脱命令」には納得で きず、その時期 を少 しで もあとへ延 ばそうと、理屈 にもなら

ない理由をい くつ もならべて抗弁 した。

しかし 「人命第一・」 と考 える本社 は、ガンとして譲 らなかった。柳澤 は 「電話攻勢」 を

かわそ うと、ホテル内の他社の部屋に避難 もした。でも駄 目だった。彼 はついに開戦前 日

の16日 の夜、イラク航空の臨時便でバ グダ ッドを離れア ンマ ンに向か った。多国籍軍がバ

グダッ ドへの空爆 を開始 したのは、それか ら6時 間後である。

「社命だろ うが、何だ ろうが、なぜ踏 み とどまらなか ったのか?」 「いまさら何 を言 っ

て も始 まらない」(注18)

柳澤記者は無念 の思いを、そう綴 っている。

それ にして も感服す るの は、柳澤がバ グダ ッド離脱 にあたって、あわただしいなかで一

つ大事な手 をうった ことであ る。イラクの情報局長 を訪ね、イラク入国の新たなビザの発

給 と再入国 を保証する手紙 を書いて もらったのだ。 これが1月30日 、 日本人記者 として最

初 にイラク再入国 を果たすことになる際の決め手になった。 これは簡単 なことのようにみ

えて、 なかなかで きる ことで はない。他社 はおそら く、そこまで手が まわ らなかったのだ

ろう。再入国が遅れた り、認め られない ことになった。

しか しこの再入国の許可 を現地か ら柳澤が求 めた ときに も、東京 は悩 んだ ようだ。その

ことをNHKの 園田国際部長 は前掲 の 『新 聞研究』の座談会 で、「ゴーサイ ンを出 した時

の個人 的な心情 を言い ます と、やは り、彼(柳 澤)の 取材意欲 がす さまじかった というこ

とですね。 もし彼 に一抹の不安や、ため らいがあれ ば、直 ちにや めさせた と思います。 し

か し、彼 は徹頭徹尾入 りたい、 もし行 けないようだった ら辞 めかねない口ぶ りでした。そ

れがゴーサイ ンを出 した大 きな要素だ った と思い ます」(注19)と 話 している。

悩 む外信部長 にゴーサインを出させた決 め手が、「取材意欲」だったのはよ く分 かる。

合点がいかないのは、 それで もまだす ぐには決断 しかねてい る優柔不断さである。

再入国 をイラク政府が認 めた ことは、いわばイラク政府が身の安全 を保証 して くれたの
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と同じである。 むろん空爆下のバグダ ッドである。最悪の場合 には、何がおこるか分か ら

ない。だが少な くても、イラク側か ら危険がおよぶおそれはない。 とすれば、記者 の気持

にそって行動させるのが報道機関の望 ましい姿勢だろう。

現場が どれほど危険か。 どうすればその危険をさけられるか。 その判断 を現地か ら遠 く

離れた本社で行 うのは不可能である。に もかかわ らず本社が判断 をせざるを得ない となれ

ば、 どうしても、「行 くな」「入 るな」 と、安全第一で指示することになる。 それ よりも記

者の判断にゆだね る方が理 にかなっている。右を選ぶか、左 を選ぶか、それは結局、現場

にいる記者 自身 にまかせ るしかない。冷静で的確な判断は、記者が 日ごろか ら訓練 して身

につけているはずの ものである。 しか も判 断の材料 は記者がいる現場 にしかない。

そしてまた記者は現場 にいて、は じめて記者 であ り、力量 を発揮で きる。彼 らの存在 を

通 じて私たちは戦場の模様 を知 り、その戦争 について 「判断」をすることもで きるのであ

る。 しか も危険 な修羅場 を踏んだ体験 は、記者に とって何 よりの糧 になる。思 えば記者 と

は、因果な職業 であ り、同時 にや り甲斐 のある仕事 である。

なおバグダッ ド入 りを果たした柳澤は、イラクで不 自由な取材 を強い られた。取材でき

るのはイラク情報省がアレンジした 「定食 コース」だけであ り、それ以外の取材 を口にす

ることは許 されなかった。 また電話で東京 と事務的な連絡 をとるにあたって も、 日本語 を

使 うことは禁 じられた。 日本語 はイラクの係官に理解で きず、チェックできなかったか ら

である。

このため 日本 での放送であるにもかかわ らず、東京のスタジオか ら英語で問いか け、現

場か ら英語で リポー トするという何 とも不思議な放送が実現 した。 しか しそのなかで も、

現場の 「真実」を少 しで も伝 えようと、柳澤 はいろいろ工夫 した。た とえばカメラマンが

シャッターボタンを押す瞬間を見計 らって、ブツブツ と日本語でっぶやいて、率直な印象

を語 ることにした。 そうした ことを明 らかに した上で彼 は、「戦争 は虚々実々の世界で、

『真実』 に近づ くことは、 きわめて難 しいと言われる。だか らこそ、報道管制や空爆 に曝

されて も、現場 に少 しで も近 づ き、現実 を見極 めて 『事実』 を探 ろうとす る。個人 的に

は、 これが 『ジャーナ リズム』の原点で はないか と確信す る」(注20)と 記 してい る。 ど

んなにきびしい検閲をうけることになって も、現場にいる意味が大 きいことを柳澤 は身 を

もって立証 した。

ラムゼー ・クラークは 「報道界 には英雄が必要である。英雄 とは、事件 の周辺をかぎま

わ り、危険 を犯 して もその情報 を入手 し、明瞭 にその内容 を語 るジャーナ リス トである」

(注21)と 書 いている。柳澤は日本の報道界に もまだ英雄がいることを教 えて くれた。そ

れは嬉 しい発見だった。
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テ レ ビが お か した あ や ま ち

きわめて個人的な思い出話か ら書 きは じめたい。湾岸戦争当時、私 はある放送会社の報

道局長だったが、その ころ、社で放送記者 を中途採用す ることにな り入社試験 を行 った こ

とがある。中途採用 の試験 とは、通常の試験がズブの素人 を採用 して社員にした上 で訓練

し仕事ができるように育 てあげるの とはちがい、記者の経験者のなかか ら、 しかるべ き人

材 を採 用する試験 である。 となれば受験者 の大半 は30代 前半 の新聞記者 というこ とにな

る。試験官だ った私は彼 らに、

「君たちは何故
、新聞記者 を辞 めて放送記者 にな りたいのか」

と質問 した。

私の気持ちのなか にはどこか少 し、 ジャーナ リズムの本流はテレビではな く新聞ではな

いか との思いがあった。だか らそ ういう質問 を したのだが、受験生 は異 口同音 に、「今度

の湾岸戦争で、同時性、速報性 と映像 の点で、新聞がテレビに到底太刀打 ち出来ない こと

を痛感 した。 いまやニュースを伝 えるのはテレビであ り、新聞はテレビが報道 した ことを

翌 日、紙面 にのせ るだけの存在で しかない。同 じジャーナ リズムの世界 で仕事 をするのな

ら、テレビで働 きたいと思 うのは当然ではないか」 と答 えたの を覚 えている。

私 はさらに彼 らに、「新聞は文字通 りニ ュースペーパ ーだ。 しか しテレビは娯楽主体 の

メデ ィアであり、それだけに報道に使 えるスペースは少 ない。だか ら新聞が詳 しく書 くニ

ュースを、 ほんの数分間でしか扱 えない こともよ くある。おまけにテレビには映像がなけ

れ ばニ ュースにしづ らい とい う不便 な一面がある。君 たちは映像が もつ強 さを強調 す る

が、た とえば密室ですすめ られることの多 い政治の動 きを、カメラにおさめることはまず

不可能 だ。取材 できるものはせいぜい、国会 と永田町周辺の動 きや記者会見 など、 ごく表

面 の動 きだけで しかない。 その ことをどう思 うのかね」 と質問 した。

これに対 してほぼ全員が、「いえやは り、いまはテレビの時代です。テ レビは世界 の ど

こからで もリアルタイムでニュースを伝 えることができますが、新聞ではそ うはいきませ

ん。 それに原稿 はどんなに工夫 して書 いて も、一瞬の映像 にかない ません。テレビの もつ

迫力 と影響力が羨 ましい」 と答 えていたのを思い出す。

このとき彼 らがそう言 ったのは、湾岸戦争直後 だったか らである。 あの報道でテ レビは

確かに、同時性の威力 と、映像が もっている迫力 と分 か りやす さを世間 に見せつけた。

しかし同時に、テレビの映像がかか えている危 うさを痛感 させ られたの も、あの報道を

通 してだった。AFP通 信 のクロー ド・モワジー社長が、「テ レビの映像 は直接家庭 に届け

られ、感情的側面 を増幅する傾向がある。生の映像 を伝 えるだ けではニュースとは言 えな

い」(注22)と 指摘 したのもこの ときである。

彼が ここで言っているのは、「映像 に的確 なコメ ン トがついて、はじめて正確 なニ ュー

スがで きあが る」 というごく当た り前の ことである。では彼は何故 そうした 「常識」をあ
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えて発言 したのか。湾岸戦争報道のなかで衝撃的な映像が一人歩 きして途方 もない強い影

響力を行使 している状況をまざまざと見せつけ られ、懸念 をいだいたか らだろう。お まけ

にそのなかには、 ミサイル につけた無人 カメラが写 した映像 に象徴 されるように、 はじめ

か らジャーナ リステ ィックな視点 を捨てて撮 った もの も含 まれていた。映像がいか に具象

性に とみ説得力 を備 えてい るかのように見 えて も、「映像 に頼 りす ぎるのは危険だ」 とク

ロー ド・モワジーは警告 した。

あの戦争で映像の独走 を許 したのは、多国籍軍が行 った報道管制のせいだった。結果、

映像 につ くはずの的確なコメン トが あや しくなった。戦争で手の うちすべてを敵 に見せ ら

れないのは当然で、 ある程度 の制約 は止 む得 ない。 しか しそれ にして もあの戦争で は、取

材制限や情報操作 の度がす ぎた。「戦争 の最初 の犠牲者 は真実で ある」 とい う警句が ある

が、 そうした事態が続出 した。

アメ リカ国防総省の発表 によると、地上戦突入前の1991年2月 までにサウジアラビアに

入った記者やカメラマ ンは、1600人 に達 した とい う。だがそのなかで地上戦が はじまる前

に、代表取材 に加わ って前線の取材 にあた ることがで きた記者や カメラマ ンは、僅か132

人 しかいなかった。つ まりほ とん どのジャーナ リス トは基地 に足 どめになった。 また代表

取材 に加わ ることがで きた恵 まれた記者 も、 さほ ど自由な取材 を許 されたわ けではなかっ

た。常に将校のエスコー トがつ き、イ ンタビューの相手 も限定 された。書いた記事、撮っ

た映像 は、軍の検閲 をうけさせ られ、た とえば出撃前 のパ イロッ トがポルノビデオを見て

いた ことにふれた ものはボツにされた。

なかにはこうしたルー一ルに不満 をいだき、単独で前線取材 にとびだ した者 もいたが、見

つか ると強制的に基地 に送 り返 され、 ときには記者章 を没収 された。負傷 したアメリカ兵

を撮影 したフランスのテレビ取材班は、海兵隊員 に銃 をつ きつけ られ、 ビデオテープを没

収 された。将校 のエスコー トな しに前線取材 を試みて拘束 された記者やカメラマンの数は

20人 以上 にのぼった と報告されてい る。

そのあげ く大部分の記者 は、 お とな しく軍の とりきめにしたが うことにな り、「前線 に

いた記者団は、 まるでグループ旅行のお年寄 りみたいだ った」 と、か らかわれる羽目にな

った。 また 『ニ ュー ヨーク ・タイムズ』のマル コム ・ブラウ ン記者か ら、「代表取材に加

わる記者は皆、ペ ンタゴンの無料の職員である。ペ ンタゴンのために、戦争のニ ュースを

流す役割 を担った」(注23)と 、皮肉 られ ることに もなった。

そして軍が前線取材 をきび しく制 限 した代 わ りに記者 団に提供 したのが、「ピンポイン

ト爆撃」の映像だ った。 ご く普通の精神状態であれ ば、「軍事 目標 だけに真 っ直 ぐに向か

っている」 との説明 に、「本 当かな」 と首 を傾 げたにちがいない記者 たち も、空腹 時に与

えられた美味 しい餌 にはとびついた。見せ られたのは、実 に鮮明で魅力的な映像だった。

こうした映像に弱いのは、テ レビ記者の最大の弱点である。記者団は軍 の広報官の心理操
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作 に まん ま とは まる こ とにな り、 「ニ ンテ ン ドウ ・ウ ォー 」 の映 像 を、 「軍事施 設 だ けを破

壊 して い る」 とい う コメ ン トをつ けて放送 した。 テ レビは世 界 の視 聴者 を、だ ます こ とに

な って しまった。

43日 間 にわ た る この戦争 で イラ ク とク ウェー トに落 とされ た爆 弾 の量 は、8万8千 トン

にの ぼ った とい われ て い る。 そ して その 中で命 中率 の高 い スマー ト爆 弾 の割 合 は、僅 か に

7%で しか なか った とい う。 つ ま り投 下 され た爆弾 の93%は 、 目標 命 中率 が25%の 普 通 の

爆 弾 で あ り、 この戦争 で投 下 され た8万8千 トンの爆 弾 の うちの6万 トンあ ま りが 目標 を

はず れ て落 下 し、一 般民 衆 を ま きそ え にす る こ とに つ なが っ た。 そ の こ とが 分 か った の

は、 か な りあ との ことで あ る。

作 られ た情報 とい う視 点 で い えば、 さ らに象徴 的 だ った の は、 「油 まみれ の水 鳥」 で あ

る。 は じめ の うち、痛 ましい あの状 況 をつ くった犯 人 はイ ラク軍 だ と伝 え られ た。 しか し

やが て 「犯 人 は多 国籍 軍 だ」 との見方 が強 ま った。

ラム ゼー ・クラー クはそ の点 を指摘 して次 の よ うに書 い てい る。(注24)

「1991年1月26日 付 け 『ニ ュー ヨー ク ・タイ ムズ』 は
、第一 面 にサ ウジア ラ ビアの北部

海 岸 に広 が る油膜 の写 真 を掲載 す る と ともに、 イ ラク を非 難 す る記 事 を掲 げ た。 また、 ペ

ル シ ャ湾 で油 まみれ に な った海 鵜 の写 真 も挿入 した。 しか しそれ はサ ダ ム ・フセ イ ンに よ

る石 油流 出 を写 した写 真 で は な く、 その前 に発 生 した多 国籍 軍 の爆 撃 によ る石油 流 出 を写

した写 真 だ った。(こ れ は記 者発 表 の席上 、米 国 とサ ウジ ア ラ ビア両 国 の石 油 担 当高 官 に

よ り認 め られ て い る)。 しか も、 『ニ ュー ヨー ク ・タイム ズ』 は、 わ ざわ ざ、次 の ブ ッシ ュ

大 統領 の発 言 を引 用 した。 『サ ダム ・フセイ ンは世 界 をいっ も驚 か せ る。(略)今 度 は環境

破 壊 に打 って出 た』」。

ここで クラ ー クが 引用 して い る の は、 『ニ ュー ヨー ク ・タイ ム ズ』 で あ る。 しか し水 鳥

の映像 を伝 えて世 界 に衝撃 を あた えた主役 はテ レ ビだ った。 あの戦 争 で テ レ ビは、 ア メ リ

カ の情 報操 作 にあや つ られ、 さ まざ まな正 確 で はな いニ ュー ス を流 した ので あ る。

最 後 に

湾岸戦争の最中、ブ ッシュは 「ヒ トラー以上 の悪魔 フセイン」 というセ リフで、アメ リ

カ と同盟諸 国の気持ちを盛 り上 げ、その上で勝 つための報道管制 を行った。結果か ら見れ

ば これに加担 したのがテレビだった。 しか もこの報道管制 を正 当化す ることにもテレビは

手 をか した。 その ことを小西昭之 は、「(あの戦争で)米 軍 はじめ各国軍幹部 の記者会見が

ほぼ全面的にCNNに よって中継 されたため 『記者団が、 どんなにバ カげた質問 をす るか、

視聴者 には分かって しまったことが、米国世論 の大勢 を報道管制支持 に傾 けた』 と言われ

ている」(注25)と 指摘 している。

また湾岸戦争 でテレビが伝 えたの は歴史的な事実で はな く、「テ レビが とらえた戦争」
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でしかなかったのではないか とする見方 もある。 それだ けに冒頭 にも記 した ように、 この

戦争 を単 に過去の もの として とらえるのでな く、多角的な視点で改めて検証 し記録するこ

とが、いままさに求め られてい る。

歴史 はある程度の時間 をか けない と書 けない ものだが、その反面、時間がたち過 ぎて し

まうと、事実が忘れ去 られてい くか らで ある。

(注1)『 新 聞研 究 』1991年7月 号 「真 理 を反 映 しな い テ レ ビ画 像 」 日本 新 聞 協 会 、p14

(注2)同 上

(注3)『 新 放 送 文 化 』1991年7月 号 「『資 料 』 湾 岸 戦 争 にお け る英 ・米 の 報 道 規 制 」 日本 放 送 出 版 協 会 、

p76～77、 臨 時 増 刊 『世 界 一 総 決 算 湾 岸 戦 争 』1991年10月 号 「湾 岸 戦 争 に お け る報 道 規 制 問 題 」

岩 波 書 店 な ど

(注4)『 放 送 批 評 』1991年9月 号 「湾 岸戦 争 後 の ア メ リ カ3大 ネ ッ トワー ク～ ブ ッシ ュ大 統 領 誕 生 日演

説 を ム シ した ネ ッ トワー クの決 意 ～ 」 放 送 批 評 懇 談 会 、p12

(注5)ロ バ ー ト ・ウ イー ナ ー 『CNNの 戦 場 』 文 芸 春 秋 、p468～469

(注6)ボ ブ ・ウ ッ ドワー ド 『司 令 官 た ち～ 湾 岸 戦 争 に いた る 蟻決 断"の プ ロセ ス 」文 芸 春 秋 、p485

(注7)ロ バ ー ト ・ウ イー ナ ー 『CNNの 戦 場 』文 芸 春 秋 、p474

(注8)『 総 合 ジ ャ ー ナ リズ ム 研 究 』1991年 春 号 「戦 下 のCNN批 判 の 中 で」 総 合 ジ ャ ー ナ リズ ム 研 究

所 、p35

(注9)ロ バ ー ト ・ウ イー ナー 『CNNの 戦場 』文 芸 春 秋 、p504～506

(注10)『 新 放 送 文 化 』1991年7月 号 「なぜ¥¥争 生 中継"は 成 功 した の か 」 日本 放 送 出版 協 会 、p70

(注11)『TBS調 査 情 報 』1991年5月 号 「エ ド ・マ ロ ー か ら ピー タ ー ア ネ ッ トへ の 伝 言'あ の戦 争 もベ

トナ ム戦 争 で は なか った"」 東 京 放 送 、p5

(注12)『 新 聞 研 究 』1991年4月 号 「座 談 会 湾 岸 戦 争 と日本 の メデ ィア 」 日本 新 聞 協 会 、p18

(注13)同 上 、p20

(注14)『 総 合 ジ ャー ナ リズ ム研 究 』1991年 春 号 「開戦 第 一 報 と報 道 管 制 」 総 合 ジ ャ ー ナ リズ ム 研 究 所 、

p19

(注15)ラ ム ゼ ー ・ク ラ ー ク 『湾 岸 戦 争 ～ い ま戦 争 は こ う して作 られ る～ 」 地 湧 社 、p205

(注16)『 総 合 ジ ャー ナ リズ ム研 究 』1991年 春 号 「そ こ に 日本 人 ジ ャー ナ リス トは い た か 」 総 合 ジ ャ ー ナ

リズ ム研 究 所 、p25～26

(注17)古 森 義 久 『ベ トナ ム報 道1300日 」 毎 日新 聞社

(注18)『 新 聞 研 究 』1991年5月 号 「戦 争 の 真 の姿 と は … バ グ ダ ッ ドか ら伝 えた 湾 岸 戦 争 」 日本 新 聞

協 会 、p38

(注19)『 新 聞 研 究 』1991年4月 号 「座 談会 湾 岸 戦 争 と日本 の メ デ ィ ア」 日本新 聞協 会 、p20

(注20)『 新 放 送 文 化 』1991年7月 号 「『官 製 報 道 』 に は 『真 実』 が 隠 さ れ て い た」 日本 放 送 出版 協 会 、

p81

(注21)ラ ム ゼ ー ・ク ラ ー ク 『湾 岸 戦 争 ～ い ま戦 争 は こ う して作 られ る～ 」 地 湧 社 、p224

(注22)『 民 間 放 送 』1991年5月3日 、 民 間放 送 連 盟

(注23)『 新 聞 研 究 』1991年9月 号 定 森 大 治 「権 力 とメ デ ィ ア の対 立 の 構 図 一 米 国 プ レス の ま とめ た 湾

岸 戦 争 報道 に 関 す る報 告 書 」 日本 新 聞 協 会 、p57
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(注24)ラ ム ゼ ー ・ク ラー ク 『湾 岸 戦 争 ～ い ま戦 争 は こ う して作 られ る～ 」 地 湧社 、p158～159

(注25)『 放 送 批 評 』1991年9月 号 「湾 岸戦 争 後 の ア メ リカ3大 ネ ッ トワー ク～ ブ ッ シ ュ大 統 領 誕 生 日演

説 をム シ した ネ ッ トワー ク の決 意～ 」 放 送 批 評 懇 談 会 、p12～13
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